
大阪大学・大学院医学系研究科・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(C)（一般）

2022～2020

子宮頸癌に対する本邦での低侵襲手術の再発リスク因子の検証

Verification of Risk Factors for Recurrence of Minimally Invasive Surgery for 
Cervical Cancer in Japan

５０６１４７７３研究者番号：

小林　栄仁（Kobayashi, Eiji）

研究期間：

２０Ｋ０９６４１

年 月 日現在  ５   ５ １９

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：先進医療として承認された当該技術を保険診療とするために、「先進医療としての腹
腔鏡下広汎子宮全摘術の実態に関する調査研究-JGOG1081s-」を2016年に計画し、これまで22施設から258例の
LRH症例の周術期成績、短期予後情報を集積してきた。本研究は1081s研究の観察期間をより延長した上で、手術
手技の詳細と予後情報を再調査するとともに、再発症例と非再発症例の手術ビデオをケースコントロール研究と
して調査し手術の習熟と予後が関係性について検討を行った。結果より詳細に手術手技予後情報が検証でき、ケ
ースコントロール研究では手術手技と予後は一貫して関連することを証明した。

研究成果の概要（英文）：In 2016, we planned the “Survey of Laparoscopic Radical Hysterectomy as an 
Advanced Medical Care - JGOG 1081s -" in order to make this technique, which was approved as an 
advanced medical treatment, an insured treatment, and have collected perioperative results and 
short-term prognostic information on 258 cases of LRH from 22 institutions. In this study, we 
extended the observation period of the 1081s study and re-examined the details of surgical 
techniques and prognostic information. We also examined the relationship between surgical skill and 
prognosis by examining surgical videos of recurrent and non-recurrent cases as a case-control study.
 The results showed that more detailed surgical technique and prognostic information could be 
verified, and that surgical technique and prognosis were consistently related in the case-control 
study.

研究分野：婦人科腫瘍
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、先進医療として行われた子宮頸がんの実態を示すことができた。いまだに議論されている子宮頸
がんに対する低侵襲手術の是非を検証する前向研究JGOG1087s研究のプロトコール作成の骨子となり、今後の本
邦における子宮頸がん診療における貴重なエビデンスとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我々は、先進医療として承認された子宮頸がんに対する低侵襲手術を保険診療とするために、
「先進医療としての腹腔鏡下広汎子宮全摘術（LRH）の実態に関する調査研究-JGOG1081s-」を
2016 年に計画し、これまで 22 施設から 258 例の LRH 症例の周術期成績、短期予後情報を集積し
てきた。 
LRHが保険収載された 2018年 4月にアメリカでLRHと腹式広汎子宮全摘出術(ARH)との第 3相比
較試験の結果が報告され、LRH は ARH に比較して予後不良と報告された。 
 
２．研究の目的 
JGOG1081s の検討では観察期間の中央値が 15.6(1.0-33.2)ヶ月と比較的短く、手術手技の詳細
や腫瘍学的予後に関して十分な検証がなされていなかった。 
そのため、JGOG1081s の追跡期間を延長し、手術手技、再発の形式の詳細も加えて、予後に影響
を与える因子を JGOG1081sA1 研究として再探索することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
JGOG1081s の追跡期間を延長し、手術手技、再発の形式の詳細も加えて、予後に影響を与える因
子を JGOG1081sA1 研究として再探索した。また術式および術者の習熟が予後に影響を与えるか
を検討するためビデオレビューを実施し，再発例と非再発例の 1:1 ケースコントロール研究を
行った。 
 
４．研究成果 
 JGOG1081s の長期追跡の結果として，術後の追跡期間の中央値は 43.0 ヶ月となり，再発が 31
例，死亡が10例観察された。全258例での5年無再発生存率(RFS)は87.2% (95% CI;82.3-90.9)、
術前の腫瘍径が<2cm の症例では 5年 RFS は 92%(85.1-95.8)、≧2cm では 82.7%(74.8-88.3)であ
った。5年全生存率(OS)は 93.8% (95% CI;87.8-96.9)、術前の腫瘍径が<2cm の症例では 5年 OS
は 96.2%(75.7-99.4)、≧2cm では 91%(82.8-95.4)であった。多変量解析にて，経腹ルートでの
リンパ節摘出(HR 2.82 (95% CI;1.06-7.45))、施設としての経験症例数 20 症例未満(HR 2.44(95% 
CI;1.11-5.38))を再発リスクとして同定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 一方，ビデオレビューを伴うケースコントロール研究 JGOG1081sA1 では，手技の評価を評価者
に患者の転帰がマスクされた状態で行った。手術の習熟において基靱帯手術操作の習熟が再発
と有意に関連し、手術手技では傍子宮織の切除法が有意でないものの再発と関連していた。 
また我々の研究結果をもとに現在、臨床進行期 IA2 期、IB1/2 期または IIA1 期子宮頸癌を対象
として、術者術式を厳密に規定した上で、開腹広汎子宮全摘術（標準治療）に対して腹腔鏡下広
汎子宮全摘術（試験治療）が 4.5 年無再発生存割合において劣らないことを検証する日本婦人科
悪性腫瘍研究機構 JGOG グループの JGOGO1087s 研究が開始され本邦での子宮頸がんに対する低
侵襲手術の腫瘍学的安全性の検証が行われている。 
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